
大分県情報サービス産業協会へ名称変更 

平成１０年度総会にて決定 

（大分県地域経済情報

センター専務理事）の

挨拶があり、１時間余

にわたる和やかな歓談

のあと宇津宮孝一顧問

（大分大学工学部長）

による万歳三唱で閉会

した。 
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総 会 風 景 ご来賓の大分県商工労働観光部長 講演のマリーンパレス川原館長 

 県情報サービス産業協会平成１０年度総会

が４月２７日午後３時から、大分市内ソフト

パークの大分第２ソフィアプラザビル２階

で開催された。司会は渡辺事務局長。 

 田中莞爾会長の挨拶に続いて、大分県商

工労働観光部佐味祐介次長から祝辞をうけ

た。 

 議事に入り、平成９年度の活動実績報

告、収支決算承認に続いて、平成１０年度の

協会活動方針、各委員会の事業計画、収支

予算などを決議した。 

 続いて 協会会則改定が行われ、協会名

称を「大分県ソフトウェア協会」から「大

分県情報サービス産業協会」に改称するこ

とが決議された。協会設立時と異なり１０周

年を迎えた現在では、従来の名称ではなじ

まなくなったとし、情報サービス業にかか

わる企業に広く入会いただくためにも、

「ソフトウェア協会」より幅広いイメージ

を持つ名称に改訂したもの。 

 会議に引き続いて、㈱マリーンパレスの

川原大取締役館長より「ヤブニラミの環境

問題について」と題した講演が行われた。

「環境」と「種の保存」との関わりについ

ての興味ある話であった。 

 その後、恒例の懇親パーティがあり、秋

月睦男顧問（大分県工業団体連合会会長）

による乾杯に始まり、佐藤長久顧問の後任

として新たに顧問になった工藤慎一郎氏 
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ＯＩＳＡ News 

 この様に会員各社のアイデンティティを高

め結束力を強め、其の団体として力を蓄え、

業界の窓口として国や県、地元経済界に働き

掛けて行くことがこれからは必要になって来

ると思いますね。 

「田中会長」情報化政策は国策として押し進

められ、それが県の政策に反映して来る事が

多い。従って県との接点は重要であると思

う。地元企業の集りである当協会は、これ迄

も大分県の情報化政策との連携を模索して来

たが決して満足すべき状況には無い。副会長

の言われた様に業界としての力を付け、認知

度を高め、国や県に対する業界窓口としての

機能を果して行きたいと思う。 
 

協会活動は大きな視野で 
 

「司会」業界としての力の源泉の一つである

会員数の問題ですがピーク時の５２社から現在 

４８社と幾分減少していますね。 

「郷司副会長」バブル崩壊後民間のコン

ピューター投資減少時に業界の淘汰がすす

み、幾分減少したと思うが、無理な拡大を図

らなくても良いと思い、協会加入に短絡的に

メリットを求め、メリットが無ければ加入し

ないとの意見を持つ会社もあるが、協会活動

は大きな視野に立って行うべきと思う。門戸

は広く開放し加入は大いに歓迎し、又加入を

働き掛けて行くが活動を良く理解して加入い

ただく事が大切だと思う。 

 業界全体のパイが大きくなり、企業数が増

え、会員数が増加していくのが理想と思いま

す。 

 当協会は平成３年３月２４日、大分県ソフトウェア協会として設立され、今年無事に１０周年を迎えた。 

これを契機に協会名も「大分県情報サービス産業協会」に変更し、新しいスタートを切った。 

本日は協会設立当初から協会役員としてご尽力されて来られた田中会長、郷司副会長にお集まりいただき、

当協会１０年の歩みを振り返り総括いただくと共に、今後の協会活動の在り方について語ってもらった。 

(司会 広報担当吉本） 

大分県情報サービス産業協会のスタートに当り

協会１０年の歩みを振り返る 正副会長会談 

設立当初の思い出 
 

「司会」この１０年間ご苦労も多かった事と思

いますが、協会１０年の歩みを振り返ると共に

協会設立当初の経緯などお聞かせ下さい。 

「田中会長」いや思い返してみますと全く

あっと言う間の１０年間だったですね。当時情

報化の進展と共に大分にも新しい産業分野と

して「情報サービス産業」と呼ばれる企業が

続々と誕生している。しかし業界としての横

のつながりは無い。県下にどれ位の同業があ

るのか、どこがどん

な技術を有している

のか全く不明……と

にかく集まってみよ

うと言う事になって

当時ＯＥＣの社長で

あった御手洗前会長

の呼び掛けで集まる

事になったわけで

す。正会員３９社、賛

助会員１１社、計５０社でのスタートだったと思 

います。 
  

活発な委員会活動 
 

「司会」協会活動の理念、目的とか活動方針

は基本的に今も変わらず受け継がれて来てい

る事と思いますが…… 

「田中会長」基本的には（１）業界の地域社

会に対する認知度を向上させる（２）会員相

互間の交流を図りながら会員各社の技術力を

向上させる（３）各社の得意技術を利用した 

会員相互間取引を推進し業界の振興を図

る……等を目標に掲げ試行錯誤した１０年間

だったと思います。その為に「啓発交流」

「展示推進」「技術交流」「視察研修」の四

委員会を設け、この委員会活動を中心に兎に

角動こうでスタートいたしました。 
 

情産協今後の課題について 
 

「司会」当協会の活動の特長は委員会活動に

あると田中会長は以前から言われてますね。 

「田中会長」そのとおりです。私も各種業界

活動に携わって参りましたが、当協会ほど委

員会が活発に動いて協会活動を下から盛り上

げている業界団体は少ないと思いますね。 

 協会活動の中心を委員会活動に置いたのは

正解だったと思いますし、今後もこれは堅持

して行く方針です。 

「郷司副会長」協会活動を陰で支えて来た事

務局の努力も大きかったですね、やはりこの

様な任意団体の活動は事務局がシッカリして

いるか否かで、活動の成果が大きく左右され

る。この１０年間協会活動の基礎である委員会

活動、理事会活動が九州各県の団体からうら

やましがられる程、コンスタントに継続でき

たのも事務局の努力が大きかったと思いま

す。 

「田中会長」そうですね、これらの人々のお

陰で１０年間でほぼ協会活動の基礎固めが出来

た。裏返して言えば、１０年間は協会内部の充

実に専念して来たと言って良いでしょう。外

に向けての活動がこれからの課題になると思

います。 

「司会」では、大分県情報サービス産業協会

として新しくスタートを切った当協会の今後

の課題についてお話を伺いましょう。 

「田中会長」今もお話ししたとおり１０年は内

部充実の時であった、その為にややもすると

外に向けての活動が欠けていた事は否めませ

ん。国や県が打ち出す情報化の諸施策との連

携、地元経済界との連携を目指し外に向けて

の活動を積極的に行う必要があると思いま

す。 

「郷司副会長」外に向けての活動を積極化さ

せるにも、又地域社会に対する認知度を向上

させるにも、やはり協会としての実力を持っ

ていなければならない。協会内部の充実に

よって通産省に対しても、又大分県に対して

も「情産協」の認知度はずいぶんと向上して

来ました。先般ＪＥＴＲＯが招へいしたＪＩＳＰ事業

の対日投資視察商談会も、県より当協会に話

が持ち込まれた。 

 

田 中 会 長 

郷 司 副 会 長 



 当協会役員の出身会社内での異動により、３

名の役員より辞任の申し出があり、８月５日役

員補充のための臨時総会を開催しました結果、

下記の通り選任されましたのでお知らせしま

す。 

 退任されました役員に対しましては、当協会

発展のため多大のご尽力をいただきましたこと

に厚く感謝申し上げます。 

 尚新任されました役員に対しましても、今後

とも変わらぬご支援、ご協力をお願いします。 
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後藤英治 
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News ＯＩＳＡ 
「司会」では最後に当協

会 名 を ソ フ ト ウ ェ 
ア協会から情報サービス

産業協会に名称変更を行

われたのは、特に意義があ

りますか？ 

「田中会長」 

いや、これで協会活動の方

針が変わるとか、中身が変

わる事はない。むしろ現状

の活動方針、会員の業種に

協会名が不適切であったと

言う事です。他県も大部分

の所が情報サービス、情報

産業を冠している。 

 ソフトウェアでは言葉の

概念として範囲が狭い。実

際に会員各社の顔ぶれを見

てもソフト開発が主業務である会社だけでは

ない。 

「郷司副会長」全国的にソフトウェアを冠し

ているのは少数派であり、実情にも合わな

い。間口を拡げ情報サービス産業に属する多

くの会社に会員となって頂き、又その振興に

寄与する協会でありたいと思う訳で検討を始

めましたが、皆様のご賛同を得ました。 

「司会」本日は誠に長時間ありがとうござい

ました。お二人とも自社業務に多忙の事と存

じますが、今後とも協会発展の為にご尽力下

さいますようお願い中しあげます。 

技術勉強会『論文集発行される』 

役員名 氏 名 出身会社・役職 

理 事 岡田恒明 九州東芝エンジニアリング㈱ 

取締役社長 

理 事 今坂宏行 ㈱富士通大分ソフトウェアラボラトリ

代表取締役社長 

理 事 後藤英治 メビウス㈱常務取締役 

欠 員 役 員 の 補 充 決 ま る 

「田中会長」そのとおり。県下の情報化が進

展し、業界に対する需要が増大する。結果と

して企業数が増え会員数が増える。この様な

結果が最も望ましいわけで、県下情報化の進

展に協会として寄与できる様努力をして行く

ことが大切だと思いますよ。 
 

法人化は将来の課題 
 

「司会」次に当協会の法人化の問題ですが。 

「田中会長」全国各県の情産協の実情を見る

と既に半数以上が法人化されている。大分の

様に任意団体で活動しているのは少数派であ

るが、法人化にはメリットもあり、逆にデメ

リットもある。結論から先に言えば現状で法

人化を図るのは時期尚早の感がする。将来の

検討課題として考えている。 

「郷司副会長」 

予算規模も最低１０

百 万 は 要 る だ ろ

う。従って会員の

負担が大変重くな

る。専任の事務局

も 置 か ね ば な ら

ず、その経費も増

大する。法人化し

た各県の実情では

負担金の高さから

会 員 の 脱 会 が 多

い。法人化ゆえに会員数の増加が難しくなっ

た現象が起こっている。当面任意団体での活

動で良いのではないだろうか。 

 技術委員会では９年度の活動として、会員

各社の中堅・若手技術者が集まり（１４社４１名

参加）『技術勉強会』を実施し、去る３月２０

日に成果発表会を行なうと共に、その集大成

として、『技術勉強会論文集』を発行いたし

ました。 

 この勉強会は会員各社の交流を深め、会員

が抱える共通の技術的問題や課題、さらに多

方面にわたる情報システムの効率的利用方法

の協同研究を実施し会員各社及び協会の発展

に寄与することを目的に実施したものであ

り、初回としては多大な成果を上げ参加者は

勿論、会員企業のトップの方々や関係者から

好評を博しました。 

 勉強会は６部門に別れ次のテーマで実施し

ました。 

①ネットワーク部会：インターネットサーバ 

 構築のためのガイドライン 

②クライアントサーバ部会：Ｃ／Ｓシステム 

 におけるベンダーの責任について 

③プログラミング部会：コンポーネントウェ 

 アについて 

④データベース部会：Ｏｒａｃｌｅを中心とした 

 ＲＤＢの基本とテーブル設計手法 

⑤プロジェクト管理部会：ファンクションポ 

 イント法について 

⑥ビジネスソリューション部会：アウトソー 

 シングについて 

 活動にあたっては、参加者の皆さんはそれ

ぞれ仕事を持たれており「勉強会」のための

時間作りや、最後の論文作りに重荷がかかる

等苦労もありましたが、例会を重ねる毎に気

心も分かりお互い相互に切磋琢磨し不得手の

技術習得や知識の向上も出来たり、或いは他

人の色々な考え方に接し大変勉強になったと

の参加者の感想でありました。 

 又何よりも有意義であったことは、日頃接

する機会のない他の会社の方々と人的交流が

でき、「貴重な体験で良かった」との意見が

多く見受けられました。今回の『技術勉強

会』に対してご満足いただいたものと技術委

員一同一安心している次第であります。 

 この『技術勉強会』は１０年度も継続し実施

いたしますので、皆様のご支援とご協力を賜

りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
  

〔アンケート結果〕今回の勉強会の満足度 

  満 足 １６名（３９％） 

  普 通 ２０名（４９％） 

  不満足  ５名（１２％） 

     計４１名（１００％）  



有限会社 築城ソフト研究所 

代表取締役 築城敏治（つゆきとしはる） 

住所 大分市賀来３２４６番地 

電話 ０９７－５４９－６３８６ 

ＦＡＸ ０９７－５４９－６３８６ 

Ｅ－ｍａｉ１：ｔｓｌ＠ｆａｔ．ｃｏａｒａ．ｏｒ．ｊｐ 

 

『みなさま 

 どうぞよろしく』 

 

 新しいメンバーが 

 増えました。 

 会員一同心より歓 

 迎いたします。 

 パチパチ 

     パチパチ 

 当協会総務委員会の企画で、ＯＩＳＡ第２回親

睦ゴルフ会が協会行事として開催された。 

 会員対象に相互の親睦とレクリエーション

をかねて大分中央ゴルフクラブで行われた。 

 当日は天気もよく、秋晴れのもと和やかに

歓談しながら、各人の腕を競った。 

 参加会費はひとり３，０００円、競技方法はダ

ブルペリア方式でおこない、賞品も準備し、

競技終了後に同会場で表彰式を行った。 

 今回の競技成績は次のとおりでした。 

 優勝は、小野雄司氏（ＫＫオーイーシー）

で、グロススコア９７、ネットスコア７３（ダブ

ルペリアハンディ２４．０）でした。 

 準優勝は、吉本安宏氏（大銀コンピュータ

サービスＫＫ）で、同順で９７，７４．２（２２．８）。 

 ３位は、山田晃正氏（新日鐵情報通信シス

テムＫＫ）で、同順で８１，７５．０（６．０）。 

 今回は開催準備が遅れたこともあってか、

参加者が少なかったので、次回は早めに企

画・案内してより多くの方にご参加いただき 

たいと考えています。 

４ 

ＯＩＳＡ News 

新入会員のご紹介 

第２回 ＯＩＳＡ親睦ゴルフ会 １０周年記念ボウリング大会 

順位 チーム名 総得点 

優勝 ㈱富士通大分ソフトウェア 1,271点 

 ラボラトリＢチーム  

準優勝 ㈱オーイーシー Ｂチーム 1,230点 

３位 太平工業㈱ 1,210点 

５位 エス・シー・エス㈱ 1,125点 

 Ａチーム  

７位 ＮＴＴ大分 Ｂチーム 1,105点 

１０位 ㈱アトムス事務器 1,057点 

協会イベントに若さはじける！熟年も負けずに 

優勝：ＯＳＬ Ｂチームの皆さん ベスグロ賞：菊地・帯刀の両氏 

ボウリング大会 ゴルフ熟年組（？）の皆さん 

 当協会総務委員会主催のＯＩＳＡ設立１０周年

記念ボウリング大会が盛会に開催された。 

 会員会社の社員対象に相互の親睦とレクリ

エーションをかねて平成７年度から実施して

おり、今回は４回目の開催。回を重ねる毎に

参加者もふえ、今回は２９チーム１１６名が参加

した。 

 夕刻開始のことでもあり、参加者には軽食

も支給された。 

 ゲームは、会員会社から４人１チームで参

加し、４人の２ゲームでのトータルスコアで

得点を競った。 

 女性には１ゲーム１５点のハンディをつけた

が、女性が３割参加しており、華やいだ雰囲

気のなかで若者同士の交流がはかられ、表彰

式を行って午後９時頃閉会した。 

競技成績 

 チーム戦での優勝は、ＫＫ富士通大分ソフト

ウェアラボラトリＢチームで、メンバーは渡

辺邦彦、小島光司、宮永尚、白石秀徳の各氏

でした。 

 個人賞は、男子ではＫＫオーイーシーの塩地

貴氏、女子では同じくＫＫオーイーシーの帯刀 

理香さんが、ベスグロ賞を獲得された。 

 その他の主な受賞チームと成績は別表のと

おりでした。 

来年度も実施予定 

 競技参加人数は、第１回２５チーム１００名、

第２回２８チーム１１６名、今回の第３回は３１

チーム１２４名と参加者は増加しており、会員各

位のご協力に感謝するとともに来年度も開催

予定ですので、次回も変わらぬご協力をお願

いします。 

築 城 敏 治 氏 


